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実証実験・PoC段階

 情報爆発の現代において、必要な情報を素早く提供できます。
 原稿の要約作業を1本あたり10秒以内に短縮できるため、稼働時間
を大幅に低減でき、働き方改革に貢献できます。

 閲読の場合、閲読時間を最大1/6に短縮できます。
 今後、新聞を始めとする様々なメディア配信への活用が見込めます。

 原稿や記事の要約作業を半自動化させることで業務の効率化を図り
ます。

 ニュース記事の特徴を考慮した深層学習ネットワークの構成を設計し、
大量のコーパスを学習することでパラメータ最適化を実施しました。網
羅性、一貫性を持たせながら、読みやすい文章を生成します。

 機能
① タイトルにあるキーワードを要約に含めます
② ユーザが選定した部分をヒントとして要約に生かします
③ 与えられた上限文字数内で要約を生成します
④ 生成された要約の原文における位置を分かりやすく表示します
⑤ 起承転結を考え、必要な接続詞を選択します

日本テレビ放送網株式会社と、実証実験に取り組んで
います。

要約システム

今年11月の米大統領選に向けた野党共和党の候補者選びが3日、中西部アイオワ州からスタートする。
ここにきて保守派の若手で元上院議員、リックサントラム候補が急浮上するなど、結果は予断を許さな
い。有権者は日本時間4日朝も「候補者それぞれに良い点があるので、誰に投票するか全然決めていま
せん」と話す。

①タイトルのキーワードが含まれている。②ヒントが含まれている。 ③与えられた上限文字数内で要約を
生成(本例では制限180文字に対して145文字)。④生成された要約の原文における位置を分かりやす
く表示。 ⑤起承転結を考えて接続詞を選択。

今年11月のアメリカ大統領選挙に向けた野党共和党の候補者選びが3日、中西部アイオワ州からス
タートする。現地から青山和弘記者が報告。アイオワ州の共和党党員集会は、州内約1700の会場で日
本時間4日午前10時に一斉に始まる。7人の候補者によるレースは大混戦となっている。トップを走って
いるのは、前マサチューセッツ州知事、ミット・ロムニー候補。経済通として知られるロムニー氏だが、中道
派でかつモルモン教徒であり、保守的なキリスト教右派の多いアイオワ州では、そもそも苦戦が予想され
ている。日本時間4日朝も、我々の取材に慎重な姿勢を見せた。ロムニー氏「今回は良い候補者がたく
さんいる。（アイオワ州では）トップ3に入ればいいと思う」こうした中、トップ争いをしているのが保守派の
下院議員、ロンポール候補。政府の役割を極端に小さくすべきとするポール候補は、在日米軍の撤退も
主張している。また、ここにきて保守派の若手で元上院議員、リックサントラム候補が急浮上するなど、
結果は予断を許さない。有権者は日本時間4日朝も「候補者それぞれに良い点があるので、誰に投票す
るか全然決めていません」などと話している。支持率低迷に苦しむオバマ大統領の対抗馬は誰になるの
か。初戦であるアイオワ州の結果は日本時間4日昼に判明する。

[ヒント]保守派の若手で元上院議員、リックサントラム候補が急浮上するなど、結果は予断を許さない。

[タイトル]共和党候補者選び、開始へ 米大統領選

AIが要約した原稿

元の原稿


